
道央地区知的障がい児・者家族会会報 12 号（平成 30 年 6 月発行 責任者：畑 誠一） 

道央家族会報 12 号 
 

平成 30 年度道央地区知的障がい児・者家族会総会 

・ 5 月 20 日 9 時 50 分から、北広島市芸術文化ホール・活動室 3 で、総会が開催されました。 

・ 佐藤一明副会長が司会を務め、畑誠一会長の挨拶の後、道央知的しょうがい者福祉施設協会 

田中秀典副会長が来賓として荒会長の代理で挨拶されました。 

・ 総会参加者・家族会出席状況の報告があり、7 会員家族会のうち出席 6 家族会、代議員 4 名、 

委任状 2 家族会、賛助会員 1 名、来賓 1 名、合計 21 名の出席で、総会の成立定数を満たしており、 

開会宣言が行われた後、規約により畑会長が議長を務めました。 

・ 平成 29 年度事業報告、平成 29 年度収支決算報告について、議案書をもとに事務局より説明が 

行われた後、佐藤眞作監査より議案書の監査報告書のとおり、ゆうちょ銀行口座通帳、金銭出納帳、 

領収書等を監査の結果、いずれも適正に処理されているとの報告が行われました。 

・ 質疑応答後に議長が承認を求め、意義なく承認されました。 

・ 平成 30 年度の事業計画、平成 30 年度の収支会計予算案について、議案書をもとに事務局より 

説明が行われました。 

・ 質疑応答の後に議長が承認を求め、意義なく承認されました。 

・ 規約一部改定について、任期途中の退任役員の後任及び総会後の新任役員の処遇の追加規程に 

ついて、議案書をもとに事務局より説明が行われました。 

・ 質疑応答の後に議長が承認を求め、意義なく承認されました。 

・ 役員補選について、議案書をもとに事務局より説明が行われました。 

・ 土門誠事務局長の退任、桃井孝一幹事の新任、畑中陽夫副会長が事務局長を兼任することが承認 

されました。 

・ 議事がすべて終了して、議長解任の後、閉会となりました。 

＜平成 30 年度事業計画＞ 

【基本方針】 

障がいのあるすべての人々が安心して暮らせる社会を目指し、家族会同士の結束を強め、北海道知的 

障がい児・者家族会連合会と連携しつつ、道央地区知的障がい児・者家族会としての活動を展開する。 

【重点事項】 

1. 入所支援施設、通所、グループホーム等を利用者が自由に選択できる福祉政策の実現 

2. 研修会や懇談会を通じ、各家族会会員との交流 

3. 道央家族会会報の年２回の発行 

4. 未加入家族会へ情報提供と研修会等の案内をしつつ、加入の働きかけ 

5. 全施連全国大会への協力体制 

6. 平成 30 年 10 月 23 日(火)～24 日(水) 「全施連全国大会 in ひょうご」への参加呼びかけ 
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恵庭光風家族会 ～平成 30 年度総会開催される～ 

・ 4 月 28 日（土）出席 64 会員、委任状 74 会員で、家族会総会が施設地域交流ホームで開催され

ました。 

・ 開会に先立ち、昨年度中に亡くなられた利用者、会員の皆様のご冥福を祈り、黙禱を捧げました。 

・ 宮田会長、村本理事長の挨拶の後、議長に宮田会長が選任され、議事に入りました。 

・ 平成 29 年度活動報告、決算報告が全て承認されました。 

・ 次に平成 30 年度の活動計画をはじめとする、議案 1 号～6 号も全て、議案通り承認されました。 

・ また、今年度は役員改選があり、承認後、今回役員を降りられる 2 名の方の挨拶と新役員の方々の 

自己紹介がありました。 

・ 総会終了後、武田施設長より、「恵庭光風会」の設立趣旨と、今日までの歩みをスライド映像で説明 

いただき、光風会の歴史を知ることができました。 

・ 楽しいお弁当タイム後、各事業所別に施設との懇談会がありました。 

 

 

 

 

北ひろしま福祉会通所家族会 ～平成 30 年度通常総会～ 

・ 4 月 17 日北広島市中央公民館、研修室 1 で、会員総数 61 名のうち、出席会員 11 家族・12 名、 

委任状 43 会員で総会が開催されました。 

・ 茨木副会長が議長を務め、議事に入り、平成 29 年度の事業報告、決算報告、監査報告、平成 30 年度

の事業計画、事業予算が全て承認されました。 

【平成 30 年度事業計画】 

・ 家族会見学旅行： 9 月に、ノースサファリサッポロを予定。 

・ 女子会： 女性役員が中心となり、実施場所等を検討し、計画することにしました。 

・ 新年会＆成人を祝う会： 平成 31 年の 1 月に北広島クラッセホテルで開催の予定。 

・ 総会終了後、「まんぞく屋」のお弁当、お菓子をいただきながら意見交換を行い、散会しました。 

・ 長年にわたり当家族会の副会長としてご協力いただきました、大井幸雄さんが 4 月 18 日に永眠 

されました。 謹んでお悔やみ申し上げます。 
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北ひろしま福祉会共栄緑の郷 ～平成 30 年度総会～ 

・ 4 月 7 日 10:00 より、共栄緑の郷の定期総会が北ひろしま福祉会法人本部会議室で開催され、 

会員総数 160 名中、出席 48 名、委任状 100 名で、議案は提案どおり承認・議決されました。 

【平成 30 年度事業】 

・ 法人との信頼関係を強化し、協力体制を構築していく 

・ 会員への情報提供 

・ 会員からの意見要望を吸収、適宜対処する 

・ 他施設との交流事業の実施 

・ 研修会の実施 

・ 道央地区家族会、道家連、全施連活動への協力 

・ 施設整備への協力 

【会員相互の親睦】  

・ 利用者と家族有志の旅行として、5 月～7 月に旭山動物園・白金温泉旅行、9 月～10 月に近郊旅行 

が計画されています。 

【役員改選】 

・ 副会長 1 名の退任と新任、女性 1 名＋「とみがおか・共栄」の両施設長の幹事としての新任、その他の

役員は全員が再任されました。 

・ 記念誌「30 年のあゆみ」が、ほぼ完成し、製本されるのを待つばかりになっています。 

 

 

長沼陽風家族会 ～総会の報告～ 

・ 平成 30 年度長沼陽風家族会総会及び研修会は、例年より早い 1 月 21 日、札幌市教育文化会館 

にて開催されました。（会員総数 138 名） 

・ 総会は、議題に沿って粛々と進行し、全ての議題が全員一致で可決承認されました。 

・ 午後から、研修会及び勉強会が開催され、「今日から出来る介護予防、年齢に負けない身体づくり」 

というテーマで講演・実演が行われました。 

・ 研修会に参加されたご家族には、アンケートにご協力いただきました。 

【アンケートの一部紹介】 

・ 「利用者の高齢化＝家族の高齢化」 

・ 普段から身体を動かすことがあまりないので、よかった。 

・ 実際に運動しながら研修ができて、よかった。 

・ とっても、わかりやすいお話や説明でした。 

・ すぐに実践できる内容で、筋力、バランス、体幹、嚥下の大切さを改めて実感できました。 

・ 長沼陽風家族会も、役員の高齢化や役員担い手、人材不足でありますし、「親亡き後の心配」、 

「後見人制度」と抱える問題は数多くありますが、長沼陽風会と協力体制の構築を目指しています。 
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新篠津ふれあいの苑保護者会 ～家族会総会～ 

・ 4 月 28 日、10 時から総会があり、家族 54 名、職員 25 名の出席で行われました。 

・ 平成 29 年度事業、収支決算の報告、平成 30 年度の事業、会計予算案が承認されました。 

・ 新人職員６名の紹介、福祉会内異動職員の紹介がありました。 

・ 新しいグループホーム建設の報告もなされ、新年度が始まる感じがしました。 

・ 昼食をはさみ、午後から担当職員と保護者との個別面談があり、利用者と職員とのモニタリングと 

状況報告、半期の指導方針を話し合いました。 

・ 担当職員が変更となった方もいて、しっかりと話し合いを持ったようでした。 

・ 16 時頃にはその日の予定が終了しました。 

・ 新しい施設長となり、施設、家族会も心新たにスタートしました。 

 

 

ハロー家族会 ～平成３０年度家族会総会～ 

・ ５月１２日（土） ハロー家族会総会が１０：００から家族６０数名、職員約２０名の参加をいただき、開催 

されました。 

 

・ 平成２９年度事業、収支決算報告、平成３０年度の 

事業、収支予算案が承認されました。 

・ その後、総合施設長の挨拶、各事業所の職員より、

現状報告と今年の対応等について説明がありまし

た。 

・ 今年の新入職員の紹介と自己紹介が和やかに 

行われました。 

・ その後、グループホーム拓心荘の落慶式典テープ 

カット、内覧会が行われました。 

・ １２：００から恒例の園遊会が開催されましたが、 

今年は例年になく好天に恵まれ、多くの方に集まって

いただき、賑わいを見せていました。 

・ １４：００に名残惜しまれながらの閉会となりました。 

 

・ 写真はテープカットの模様です。 
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千歳いずみ学園 ～保護者会の充実に向けて～ 

・ 平成 30 年度の千歳いずみ学園保護者会の定期総会は、4 月 29 日に開催されました。 

・ 保護者会の主な活動は、会員の皆さんの子供たちの支援にかかわることでの悩みや不安を解消する 

ための学習会の開催、保護者と施設職員の交流会の開催、施設の計画行事への参加及び支援を進める 

内容となっています。 

・ 佐藤眞作会長は、保護者会の会長を引き受けて 14 年と長期化していましたので、今年こそ縁が切れる 

と思われていたようですが、ほとんどの役員の方と同様に再任されることになりました。 

・ これからの保護者会のあり方としては、若い会員さんが主体となって、保護者会の役員として行動する 

こと、施設が開催する行事に数多く参加して我が子を見守ることが必要だと思われます。 

・ それらが実現される日が来ることを願っています。 

 

 

北海道知的障がい児・者家族会連合会 ～2018 年度研修会・総会開催～ 

・ 5 月 27 日（日）10:00～ 札幌市教育文化会館 4F 講堂で、研修会が開催されました、 

・ 研修会の出席は 102 名でした。（道央からは 15 名） 

・ 5 月 27 日（日）13:00～ 研修会と同じ会場で、総会が開催されました。 

・ 会員家族会 89 のうち、代議員 34 名、委任状 36 名で、総会が成立しました。 

・ 総会出席 37 家族会、総出席者 100 名、来賓 2 名でした。 

・ 道央からは 15 名の出席がありました。（出席 6 家族会、代議員 6 名、委任状 1 家族会） 

・ 詳細は、「会報ほっと 26 号」に掲載いたします。 

 

 

道央地区知的障がい児・者家族会研修会のお知らせ 

・ 平成 30 年 9 月 19 日に、北広島市芸術文化ホール・活動室 1 において、道家連・安田由美参与を 

お招きして、道家連アンケートについての研修会を開催することが決定しました。 

・ 詳細につきましては、別にご案内をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

編集後記 

・ 今号は、各家族会のご協力をいただき、総会特集とさせていただきました。 

・ 次号は、各家族会の話題・イベント情報をメインにしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

・ 皆さまも、総会を終えて、ホッとしているところでしょうか？ 
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